
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和元年度 滋賀県がん診療連携協議会 第27回 地域連携部会 

開 催 日 時 令和元年8月22日（木） 14：30 ～15：40 

開 催 場 所 大津赤十字病院 6階会議室 

出 席 者 【部会員】 

大津赤十字病院        芥田 敬三（部会長） 

滋賀県立総合病院       山本 秀和（副部会長） 

滋賀医科大学医学部附属病院  村田 聡 （副部会長） 

滋賀医科大学医学部附属病院  服部 聖子 

彦根市立病院         林  栄一 

市立長浜病院         東出 俊一 

市立大津市民病院       七里 泰正 ＜代理＞徳地 弘 

草津総合病院         戸川 剛  ＜代理＞吉村 明浩 

済生会滋賀県病院       増山 守  ＜代理＞日置 康志 

近江八幡市立総合医療センター 土屋 邦之 

長浜赤十字病院        塩見 尚礼 

滋賀県医師会         樋上 雅一 

滋賀県歯科医師会       吉田 智一 

滋賀県保健所長会       寺尾 敦史 

滋賀県薬剤師会        丹波 卯子 

滋賀県看護協会        小川 薫子 

滋賀県歯科衛生士会      村西 加寿美 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 天満 清央 ＜代理＞菊井 津多子 

滋賀県立総合病院       川邊 義巳 

【随行者】 

滋賀医科大学医学部附属病院  土田 深雪 

近江八幡市立総合医療センター 木本 美由紀 

【事務局】 

大津赤十字病院        飛田 美乃 

大津赤十字病院        加藤 理史 

（敬称略） 

欠 席 者 【部会員】 

滋賀県立総合病院       三輪 真澄 

大津赤十字病院        德谷 理恵 

公立甲賀病院         金  哲將 

高島市民病院         武田 佳久 

東近江総合医療センター    赤堀 浩也 

滋賀県医師会         小西 眞 

滋賀県健康医療福祉部     野坂 明子 

（敬称略） 

議 事 概 要 1．滋賀県がん地域連携パス運用状況について 

 滋賀県がん地域連携パスの運用状況（登録件数、バリアンス件数等）について下記のとお

り報告した。 

〇登録件数について 

・2010年4月開始以降2019年7月末時点の総登録件数は2,264件である。 

・がん種別・年度別にみると2018年度胃109件、大腸127件、肺5件、肝臓2件、乳腺10 

 件、前立腺14件となり、胃以外のパスはどれも昨年を下回った。 

・2018年度の登録件数は270件。2016年度の373件をピークに減少しているが、2012年度以降



 

は年平均約280件の登録がある。 

・施設ごとの登録件数は、長浜赤十字病院が585件と突出している。 

 

〇バリアンス・5年経過件数について 

・2010年4月開始以降2019年7月末時点の総登録件数は2,264件であるが、その内バリアンス

となり、パスの使用を中止したものは392件、問題なく5年経過しパスを終了したものは45

9件、合計851件がパスの使用を終了している。 

・パスの使用を中止した理由については、本疾患から発生した問題（再発・転移）が114件、

死亡74件、身体状況以外-意思が56件となっている。 

 

〇パス適用率について 

・胃がん・大腸がんに限定し、がん登録のデータを利用し2017年1月～12月の期間について

適応率を報告した。やはり、長浜赤十字病院が、胃がん82.0％・大腸がん65.2％と高い。 

 

また、下記のような意見があった。 

（樋上 部会員） 

 ・パス適用率について、早期のがんと進行期のがんではパスの適用に差が出るのではない

か？ 

   →次回の部会では、早期と進行期を分けて適用率を算出したものを提示する。 

  

（寺尾 部会員） 

・患者の住所別のデータがあれば、それぞれの二次医療圏の中で住所地による偏りがある

かどうかなど分析可能ではないか。 

  →患者の住所は事務局に報告されていないため、分析するには改めて各拠点病院等に

協力してもらわなくてはならない 

 

 （東出 部会員） 

・各パス、各施設別にバリアンスの発生率を算出してみてはどうか。 

   →次回部会にて報告する。 

  

（山本 部会員） 

・バリアンス分類は、クリニカルパス学会の分類を使用しているが、がんで死亡した件数、

他病死した件数というようにもう少しシンプルな分類にしたらどうか。 

   →ＷＧにて、どのような分類があれば、今後の分析に最適なのか検討する。 

 

 

2．地域連携部会 今年度予定について  

○アクションプランシートについて 

・今年度も、昨年同様のアクションプランで、パス運用件数を290件、地域連携パスの見直

し(5大がん緩和ケアパスの統合、前立腺がんパスの見直し)、パスの評価、がん診療連携に

係る情報共有とした。 

 

3．その他 

○がん治療連携指導料届出医療機関一覧表について 

・近畿厚生局にがん診療連携指導料を届出している医療機関一覧であり、毎月更新されてい

るので参考にしてください。 

そ の 他 なし 

以上のとおり報告します。                            令和元年8月28日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

 

   地域連携部会 部会長 芥田 敬三 


